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子どもたちに身に付けさせたい力 
 

校 長  浅 野 博 一 

 
 ６年生は修学旅行を通し、かけがえのない友情を深めるとともに、集

団生活を通して更にたくましい学年集団に育ってきました。吹奏楽部も

西関東代表として東日本大会へ出場します。また、先日は運動会環境整

備のボランティアをありがとうございました。現在、運動会の練習の真

っ最中ですが、こうした仲間とのかかわりあいの中で、様々な事を学び、

それぞれが自分のペースで成長していってほしいと願っています。 

 

先日、「敬老の日（９月１８日）」を前に厚生労働省は、全国の 100歳

以上の高齢者が、過去最多の９万 2,139人になったと発表しました。我

が国における 100歳以上の人数は、調査が始まった 1963年は 153人。

1981年に 1000人・1998年に１万人・現在では９万人を超えました。 

 ロンドン・ビジネススクール、リンダ・グラットン教授／アンドリュ

ー・スコット教授 著 『ＬＩＦＥ ＳＨＩＦＴ～人生 100年時代の人生

戦略』では、「いま先進国で生まれる子どもは、５０％を上回る確率で

105歳以上生きる。１世紀以上前に生まれた子どもが 105歳まで生きる

確率は、１％に満たなかった。」と語られ、つばさ小の子どもたちも、

多くが 100年の人生を歩んでいくことでしょう。 

 一方で、【dog year】（犬の成長の１年が、人間の７年分に相当するこ

とから、情報産業における変化のスピードが速いことを示す語。）とい

う言葉も生まれてくるほど、時代の変化は激しさを増しています。 

 つまり、１年が「７年分の変化」に匹敵する時代を、100年生きるつ

ばさの子どもたちは、7×100＝「７百年」の変化を体験することになる

のです。今から７百年前、すなわち、鎌倉時代から現在に至るまでもの

「変化」の中を生き抜いていくことになるのです。 

 

そこで、子どもたちに、どんな力を身に付けさせていくべきか――。

私は子どもの頃、学校で「鎌倉時代が成立したのは 1192年。いいくに

(1192)つくろう鎌倉幕府、しっかり覚えなさい。」と教授されましたが、

現在の教科書では「鎌倉幕府の成立は 1185年。」…以前、真実とされて

いた事が新たな解釈や新たな発見等から更新され、以前学んだ“真実”

が“真実でなくなる”のです。知識再生型学力も必要ですが、事実から

どう解釈していくか、「考える力」が求められているのです。 

ニューヨーク市立大学キャシーデビッドソン教授が「2011 年にアメ

リカの小学校に入学した子どもたちの６５％は、大学卒業後、今は存在

していない職業に就く」と予測し、オックスフォード大学マイケル・オ

ズボーン教授が、論文「雇用の未来」で「現在ある職業の４７％がなく

なる」と言及したように、誰も経験したことのない劇的な社会の変化に

立ち向かう子どもたちには、学校で学んだ知識や技能が、教科書どおり

の場面ではなく、違った場面・違った文脈の中で、【活用】することの

できる“汎用的な学力”を身に付けさせていきたいと考えます。 

埼玉県内のある学校で、こんな出来事がありました。休み時間、校庭

で遊んでいた４年生の子どもが、【雑草の葉に“ハラ”を丸めてちょん

ちょん何かを産み付けているチョウ】を見て、「３年生の時に勉強した

モンシロチョウと同じで、きっと、このチョウの幼虫は、この雑草の葉

を食べるんじゃないかな」と考え、ヤマトシジミの幼虫は、カタバミを

食草とすることを丁寧な観察事実から突き止めていきました。このよう

に、学んだことを「活用」して、新たな問題を解決する力を身に付けさ

せていきたいものです。 

 

一方で、困った時、仲間が元気を失くしている時、“支え合う心”を

もつ心温かい行動のできる人間こそが、最も素晴らしいと考えます。 

国立情報学研究所、新井紀子教授が「残る仕事の共通点は、コミュニ

ケーション能力が求められる仕事。読解力と常識、加えて人間らしい柔

軟な判断が要求される分野です」と語っています。つばさっ子には「人

間らしい温かい心」と「多様な個性を尊重し協働できるチームワーク力」

を大切にはぐくんでいきたいと願っています。 

１０月の生活目標 
進んで読書をしよう 

１０月の保健目標 
目を大切にしよう 

 

さいたま市の児童生徒が主役でつくる 
「さいたま市 未来くるＦＭ放送局」 

◆１０月８日（日） 

本校の放送…１２時２２分頃～(５分間) 

◆【放送局】ＲＥＤＳ ＷＡＶＥ ８７.３ＦＭ 

※本校児童会が、今、番組を制作しています。 

 お楽しみに！！ 

つ ば さ 

１０月号Ｎｏ．７ 

令和５年１０月２日 

さいたま市立つばさ小学校 

おめでとうございます！ 
◆第２９回西関東吹奏楽コンクール 
【金賞】さいたま市立つばさ小学校吹奏楽部 
         
◆日進駅ステーションギャラリー 
【学校代表作品】※１１/１４(火)まで展示 
 

１年  

２年  

３年  

４年  

５年  

６年  

第２３回東日本学校吹奏楽大会 
に、西関東代表として出場します! 

スマートフォンや、 
パソコンで聴く! 

聞き逃し 
配信!!! 

ＹouＴube 
で聴く! 

９/９(土)山梨出発前の練習  9/28(木)29(金)６年生修学旅行 

～学校生活等の様子～ 
 

つばさ小学校創立１５周年記念企画 
つばさ小開校記念日 １１月１１日 ～つばさ小ＰＴＡ～ 

ペットボトルキャップアート作品制作 
 
●子どもたちが学年をこえて、１つのアート作品づくりに取
り組み、子どもたちの心に良い思い出を残したいです。 

●ペットボトルキャップ回収箱…１０組Ｃ教室 
               東西の２階階段付近 
★１１月頃制作スタート。キャップ集めにご協力ください。 

 
 
◆１０月２日（月）～１１月２日（木） 

＊読書の木…自分のおすすめの本を紹介(葉の形のカード) 

＊ブックウォーク…目標を記入し、「読書記録」を残す。 

※まんが・図鑑・調べ物の本は除く。 
 

読 書 月 間 に つ い て 

★ 
 

 
  
◆先日、保護者の皆様宛てに文書でお知らせいたしましたとお
り、文部科学省「誰一人取り残されない学びの保障に向けた
不登校対策について」（COCOLO プラン）に基づき開設。 

 
◆校長室横 会議室１を「Sola るーむ」とし、教室に入れない
児童が安心して落ち着ける居場所を確保し、自分に合ったペ
ースで学習・生活できるよう支援します。 

「Sola るーむ」の開設 


